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教育課程概念図 (データサイエンス学部 データサイエンス学科) 

ディプロマ・ポリシー（DP）

協働できる素養

社会で実践する力

６．対話を通じて他者の意見を聴き、自己の意見を正確に伝えるな
ど適切なコミュニケーションができる。〈他者とのコミュニケー
ション〉

７．社会や企業・組織の中で協調・協働して課題の解決にあたり、
自らの役割を果たすことができる。〈他者との協調・協働〉

１．データサイエンスが必要とする数学や統計学、科学的方法、計
算機科学の基礎を理解している。〈数学・統計学・科学的方法、計
算機科学の基礎〉

２．データとその扱いに関する基礎として、データを収集・分析・
活用・保存するための基本的な技能を体得し、データのもつ情報、
法則、関連性等について理解できる。〈データとその扱いの基礎〉

３．データサイエンスが利活用される領域において、データサイエ
ンスによる課題解決に必要となる、データを収集・分析・活用・保
存するための適切な方法を選択することができる。〈データサイエ
ンスによる課題解決の方法の選択〉

４．人や社会や地域に関わる課題の明確化や課題の解決に向けて、
必要なデータを収集・分析・活用・保存するための方法やプロジェ
クトを提案することができる。〈データサイエンスによる課題解
決・課題探索の方法の提案〉

５．企画・提案した方法やプロジェクトの過程で生じる状況の変化
に対して適切に対応するとともに、データを活用した課題の探索や
解決を最後までやり遂げることができる。〈データサイエンスによ
る実践の完遂〉

忠恕の心

８．常に誠をつくし、人の立場に立って考え、行動することができる。
〈忠恕の心〉
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【建学の精神】桃李不言下自成蹊 【行動指針】忠恕（夫子の道は忠恕のみ）

機械学習１

データ活用

サービス経営とデータサイエンス

ビッグデータとクラウド

テキスト解析論

モデリングとシミュレーション

データと数理２ 統計学２

情報検索

回帰と分類

スポーツデータ科学

可視化情報学

観光情報学事業機会とビジネスモデル

計算機援用工学(CAE)

データベース２

統計学続論

アルゴリズム計算機概論１

データ可視化

統計学1 データと数理１データサイエンスのための数学基礎

プログラミング基礎

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ 英語演習Ⅲ 英語演習Ⅳ 英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ
中国語入門Ｉ 中国語入門II フランス語入門I フランス語入門II 韓国語入門I 韓国語入門Ⅱ
【留学生科目】日本語演習1 日本語演習2 日本語演習3 日本語演習４ 総合日本語

【人間と智】人間と文学 人間と宗教 人間と哲学 人間と芸術 教育学入門 現代倫理 心理学概論 考古学 日本史概説 外国史概説【国際社会と日本】日
本国憲法 国際関係論 人権と社会 社会学概論 多文化共生社会 現代と社会福祉 ジェンダー論 現代社会と政治 現代社会と経済 現代社会と法 【科学
と環境】生命と科学 地球環境問題 暮らしの科学 現代と科学 【地域と文化】大阪の風土と文化 京都の文化と芸術 【健康とスポーツ】スポーツ演習I 
スポーツ演習II 健康科学 【情報・データリテラシー】情報リテラシー1 情報リテラシー2  統計学基礎 統計学実践 AI入門
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未来プロジェクト3 未来プロジェクト4 未来プロジェクト5

卒業研究１ 卒業研究２ 卒業研究３

計算機概論２

インターネット開発

データと数理３

情報ネットワークとWeb
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データサイエンス概論

データマイニング基礎

ソフトウェア工学基礎

ビジネス基礎

セキュリティとプライバシー保護 セキュリティとデータ一貫性

人工知能１

ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

時系列分析

ビッグデータ分析の並列・分散処理

クラスタ分析とパターンマイニングデータベース１

機械学習２
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健康・医療データ科学

スタディスキルズ2

成蹊基礎演習2

スタディスキルズ1

成蹊基礎演習1

企業等連携PBL 地域連携PBL ビジネス・インターンシップ１

キャリアプランニング 仕事とキャリア

データサイエンス基礎 データサイエンス実践教
養
科
目

初
年
次
教
育

キ
ャ
リ
ア
科
目

データサイエンス学部では、卒業要件単位の取得を通して、以下
に示す「確かな専門性」、「社会で実践する力」、「協働できる素
養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍できる
「人間力」を備えたものとみなし、学士の学位を授与します。特に
学士には、幅広い分野・領域で専門性を発揮するための知識や技能、
実践力が求められます。また、知識や技能だけでなく、社会人とし
て活躍するための、自ら課題を発見し、解決していこうとする姿勢
や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素養を必要と
します。

確かな専門性（データサイエンスLCD）

情報と職業

人工知能２
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